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「オープンアクセス」(OA)とは？

学術論文等の研究成果をインターネット上に

公開し、誰でも無料で自由にアクセスできる

ようにすること。

※対象を研究データ等まで広げた場合は

「オープンサイエンス」と呼ぶ。





オープンアクセスの種類

①グリーンOA・・・著者が自身のウェブサイトや

所属機関の機関リポジトリ等

で自著論文を掲載すること

②ゴールドOA・・・著者が雑誌への掲載時に

論文掲載料（APC＝

Article Processing Charge)を

払い、公開すること

（他に助成団体からの出
資金等で維持管理・OA化
する「ダイアモンドOA」等
もあり）

グリーンで掲載するのは、
出版者版とは異なる、「著
者最終稿」と呼ぶものが
多い



①グリーンOAの推進
• 機関リポジトリの構築

国内641大学（79%）で導入済み

• オープンアクセスポリシーの策定

同140大学（17.3%）

• 課題

➢論文によって著作権者への確認・許諾依頼
が必要で、手続きに手間がかかる

➢利用者の目に留まりにくい

（2021年度末時点。R4年

度学術情報基盤実態調
査結果より。対象811大
学）



②ゴールドOAの広がり

• 掲載論文すべてOAとし、APC収入で維持管理
費用を賄う「フルゴールドOA誌」が登場

• APCは、雑誌により異なる（$1,500~$5,000）

• 課題

➢APC支払総額の増加（←大学による）

➢購読費と出版費の二重払い

NatureのAPCは$11,690
（約170万円）！。研究費
の有り無しにより、OAで

きる研究者とできない研
究者が発生し、格差がよ
り深刻に、といった課題も。

最大手エルゼビアのフル
ゴールドOA誌の割合は
22%。

OAする/しないを選択でき
る大半の雑誌は、
「ハイブリッド誌」と呼ぶ



購読モデルからOA 出版モデルへ

• 論文を「読む」ために料金を支払う
↓

• 論文をOA で「出版する」ことに主眼を置く

購読料

（購読者の
みの利用）

APC?

（フルゴール
ドOA誌に）

購読料

出版料

？



「OA2020ロードマップ」

• 2019年3月
JUSTICE（大学図書館コンソーシアム連合）が
”購読モデルからOA 出版モデルへの転換を
めざして～JUSTICE のOA2020 ロードマップ～”
を公表。OA出版モデル実現までの移行期を
乗り越える道筋を明らかにすることを宣言

OA2020:ドイツのマック

ス・プランク研究所が主
導するイニシアティブ。

（2023年2月改訂）



手段の１つである「転換契約」

割引APCをセット契約する
モデルは、「Read & 
Publishモデル(契約)」とい
う。

• 著者個人に委ねていたAPCに、図書館が関与する必要がある

• JUSTICEもしくは個別機関単位では、出版社との交渉が困難



東北大学の近年の取り組み

• 2022年4月 4機関がWiley社と転換契約を締結
大手商業出版社との転換契約は国内初

• 2023年1月 10大学がSpringer Nature社との
転換契約を締結

• 2024年1月 ？？

（各種プレスリリース）

他大学や国全体への影響・波
及効果を考えながら地道に交
渉した。



近年の国内の動き
• 科学技術・学術審議会 情報委員会 ジャーナル問題検討部会
「オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について
（審議まとめ）」（2021年3月）

→大学執行部と図書館に対して、今後求められる機能を提示

• G7仙台科学技術大臣会合(2023年5月）

→「科学研究の自由と包摂性の尊重とオープン・サイエンスの推進」
について議論

• 内閣府 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）による統合イノベーショ
ン戦略2023（2023年6月）

→2025 年度学術論文等の即時オープンアクセスの実現が目標に



• 科学技術・学術審議会 情報委員会 ジャーナル問題検討部会
「オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について
（審議まとめ）」（2021年3月）（抜粋）



• G7仙台科学技術大臣会合(2023年5月）



• 内閣府 総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）による統合イノベーショ
ン戦略2023（2023年6月）



大切なことは？
• オープンアクセスを目指す方向性は変わらない。
→変化への対応が求められている！

• まずは自機関や所属研究者の状況を確認しよう。

→OAについては、もはや図書館だけの話ではなく、
もはや大学経営に関わる問題

→分析や推進のためには、他部署との連携が重要！

• 転換契約を締結することがゴールではない。
→オープンアクセスの本来の目的を忘れずに！



おわり

•東北大も模索中です。

•検証もこれからです。

•軌道修正も覚悟の上でやってます。


